
 

   

高校２年生では探求型総合学習の一環として「対話活動」を行いました。「道徳」「探求活動」と

いうと漠然としてイメージがつかみにくいのですが、高校２年生ではこれを「幸せプログラム」と

名付け、親しみやすいテーマで「対話活動」を行うことにしました。今回は第１回目ということも

あり、対話の中身よりも、対話の手順やルールを学ぶことを主眼としました。 

「ドラえもんの登場人物の中で、一番幸せな人は誰ですか」というテーマが設定され、各クラス

でグループ対話を行いました。まず「対話」のルール説明がありました。 

 

        
 

普段の話し合いや討論会、ディベート大会とは違うルールのもと、初めての取り組みでしたが、

大変活発に意見が交わされ、あっという間に時間が過ぎていきました。今回は第１回目でしたが、

２学期以降もこの活動は続き、徐々に本格的なテーマにも取り組んでいく予定です。 

   

  

「対話活動」を行いました 


